
王
莽
「
奏
群
神
為
五
部
兆
」
の
構
造 

―
―
劉
歆
三
統
理
論
と
の
類
似
に
つ
い
て
―
― 

平
澤
歩 

  

『
漢
書
』
郊
祀
志
に
は
、
王
莽
が
元
始
五
年
（
紀
元
五
年
）
に
数
回
に
わ
た
っ
て
上
奏

し
た
、
祭
祀
制
度
の
改
革
案
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
南
北
郊
祀
の
復
活
・
そ
れ
ら
の
具
体

的
な
制
度
・
群
神
を
祭
る
場
所
の
制
定
・
社
稷
祭
祀
の
制
定
。
と
り
わ
け
郊
祀
に
つ
い
て

は
、
従
来
に
較
べ
て
か
な
り
儒
家
的
色
彩
の
強
い
改
革
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
学
界
の
注

目
を
集
め
て
来
たi

。 

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
群
神
を
祭
る
場
所
に
つ
い
て
述
べ
た
上
奏
文
（
以
下
、

『
全
漢
文
』
巻
五
十
八
に
倣
っ
て
「
奏
群
神
為
五
部
兆
」
と
表
記
す
る
）
の
内
容
・
構
造

を
分
析
し
た
上
で
、
『
漢
書
』
律
暦
志
の
掲
載
す
る
劉
歆
の
三
統
理
論
と
の
類
似
点
を
指

摘
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
劉
歆
三
統
理
論
が
、
王
莽
祭
祀
改
革
の
構
造
・
動
機
に
強
い
影

響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。 

  

「
奏
群
神
為
五
部
兆
」
の
内
容 

 
 

王
莽
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

書
曰
、
類
於
上
帝
、
禋
于
六
宗
…
…(

中
略)

…
…
易
有
八
卦
、
乾
坤
六

子
。
水
火
不
相
逮
、
靁
風
不
相
誖
、
山
澤
通
氣
、
然
後
能
變
化
、
既
成

萬
物
也
。
臣
前
奏
、
徙
甘
泉
泰
畤
・
汾
陰
后
土
、
皆
復
於
南
北
郊
。
謹

案
周
官
、
兆
五
帝
於
四
郊
、
山
川
各
因
其
方
。
今
五
帝
兆
居
在
雍
五
畤
、

不
合
於
古
。
又
、
日
月
靁
風
山
澤
、
易
卦
六
子
之
尊
氣
、
所
謂
六
宗
也
。

星
辰
水
火
溝
瀆
、
皆
六
宗
之
屬
也
。
今
或
未
特
祀
、
或
無
兆
居
。ii 

『
尚
書
』
に
、
「
上
帝
を
類
祭
し
、
六
宗
を
禋
祀
す
る
」
と
申
し
ま
すiii

…
…(

中
略)

…
…
易
に
は
八
卦
が
あ
り
、
そ
れ
は
乾
坤
と
六
子
で
す
。「
水
・
火
が
干
渉
し
合
わ

ず
、
雷
・
風
が
害
し
合
わ
ず
、
山
・
沢
が
気
を
通
わ
せ
る
こ
と
で
、
変
化
を
実

現
し
、
万
物
を
生
成
す
る
」
と
申
し
ま
すiv

。
私
は
以
前
、
甘
泉
の
泰
畤
と
汾
陰
の

后
土
の
祠
を
移
設
し
、
い
ず
れ
も
南
北
の
郊
に
戻
す
よ
う
に
奏
上
い
た
し
ま
し
たv

。

ま
た
、『
周
官
』
に
は
、「
五
帝
の
祭
域
を
四
郊
に
設
け
る
。
山
川
の
祭
域
を
そ
れ
ぞ

れ
の
方
角
に
設
け
る
」
と
申
し
ま
すvi

。
一
方
、
現
在
、
五
帝
の
祭
域
は
雍
の
五
畤

に
あ
り
、
古
礼
に
合
致
し
ま
せ
ん
。
日
・
月
・
雷
・
風
・
山
・
沢
は
、
易
の
卦
で
あ

る
六
子
の
尊
気
で
あ
り
、
『
尚
書
』
の
言
う
「
六
宗
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
星
辰
・
水

火
・
溝
の
類
は
、
い
ず
れ
も
六
宗
に
属
し
ま
す
。
現
在
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
祭
祀

が
行
な
わ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
祭
場
す
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、『
尚
書
』
の
「
六
宗
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
るvii

。 
 

一
、 

六
宗
と
は
、
離
卦
・
坎
卦
・
震
卦
・
巽
卦
・
艮
卦
・
兌
卦
の
こ
と
。 

二
、 

日
・
月
・
雷
・
風
・
山
・
沢
は
こ
れ
ら
六
宗
（
六
卦
）
の
「
尊
氣
」
で
あ
り
、

星
・
辰
・
水
・
火
・
溝
・
瀆
も
こ
れ
ら
に
属
す
る
。 

 

つ
ま
り
、
六
宗
の
禋
祀
を
、
抽
象
的
に
は
易
の
六
卦
、
具
体
的
に
は
日
月
星
辰
・
水
火
・

山
川
・
雷
風
な
ど
を
祀
る
こ
と
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 



そ
の
上
で
、
天
地
・
六
宗
・
群
神
を
ど
の
よ
う
に
祭
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
孔
光
、
馬

宮
、
劉
歆
な
ど
と
話
し
合
っ
て
得
た
結
論
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

 

謹
與
太
師
光
、
大
司
徒
宮
、
羲
和
歆
等
八
十
九
人
議
。
皆
曰
、
天
子
父

事
天
、
母
事
墬
、
今
稱
天
神
曰
皇
天
上
帝
泰
一
、
兆
曰
泰
畤
、
而
稱
地

祇
曰
后
土
、
與
中
央
黄
靈
同
、
又
兆
北
郊
未
有
尊
稱
。
宜
令
地
祇
稱
皇

墬
后
祇
、
兆
曰
廣
畤
。
易
曰
、
方
以
類
聚
、
物
以
羣
分
。
分
羣
神
以
類

相
從
爲
五
部
、
兆
天
墬
之
別
神
。
中
央
、
帝
黄
靈
后
土
畤
及
日
廟
・
北

辰
・
北
斗
・
填
星
・
中
宿
中
宮
、
於
長
安
城
之
未
墬
兆
。
東
方
、
帝
太

昊
青
靈
勾
芒
畤
及
靁
公
・
風
伯
廟
・
歲
星
・
東
宿
東
宮
、
於
東
郊
兆
。

南
方
、
炎
帝
赤
靈
祝
融
畤
及
熒
惑
星
・
南
宿
南
宮
、
於
南
郊
兆
。
西
方
、

帝
少
皞
白
靈
蓐
收
畤
及
太
白
星
・
西
宿
西
宮
、
於
西
郊
兆
。
北
方
、
帝

顓
頊
黑
靈
玄
冥
畤
及
月
廟
・
雨
師
廟
・
辰
星
・
北
宿
北
宮
、
於
北
郊
兆
。 

太
師
の
孔
光
・
大
司
徒
の
馬
宮
・
羲
和
の
劉
歆
ら
八
十
九
人
と
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
よ
う
な
結
論
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
「
天
子
は
、
天
を
父
と
し
て
仕
え
、
地
を

母
と
し
て
仕
え
ま
す
。
現
在
、
天
神
を
皇
天
上
帝
泰
一
と
呼
び
、
そ
の
祭
域
を
泰
畤

と
申
し
ま
す
。
し
か
し
、
地
祇
に
つ
い
て
は
后
土
と
呼
ん
で
お
り
、
中
央
の
黄
霊
と

同
一
で
す
。
ま
た
、
北
郊
に
祭
域
を
設
け
て
い
る
も
の
の
、
尊
称
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
祇
を
皇
地
后
祇
と
呼
び
、
そ
の
祭
域
を
広
畤
と
呼
び
ま
し
ょ
う
。『
易
』

に
、「
方
向
・
事
物
は
、
同
類
・
同
群
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
り
区
分
さ
れ
た
り
す
る
」

と
ご
ざ
い
ま
す
の
でviii

、
群
神
を
五
部
に
類
別
し
、
天
地
の
個
々
の
神
々
を
、
以
下

の
祭
域
に
割
り
当
て
ま
し
ょ
う
。
中
央
は
、
帝
黄
霊
・
后
土
の
畤
と
、
日
廟
・
北
辰
・

北
斗
・
填
星
、
そ
れ
に
中
宿
中
宮
で
あ
り
、
長
安
城
か
ら
未
の
方
角
に
位
置
す
る
祭

域
に
割
り
当
て
ま
す
。
東
方
は
、
帝
太
昊
青
霊
・
勾
芒
の
畤
と
、
雷
公
・
風
伯
廟
・

歲
星
、
そ
れ
に
東
宿
東
宮
で
あ
り
、
東
郊
の
祭
域
に
割
り
当
て
ま
す
。
南
方
は
、
炎

帝
赤
霊
・
祝
融
の
畤
と
熒
惑
、
そ
れ
に
南
宿
南
宮
で
あ
り
、
南
郊
の
祭
域
に
割
り
当

て
ま
す
。
西
方
は
、
帝
少
皞
白
霊
・
蓐
收
の
畤
と
太
白
星
、
そ
れ
に
西
宿
西
宮
で
あ

り
、
西
郊
の
祭
域
に
割
り
当
て
ま
す
。
北
方
は
、
帝
顓
頊
黒
霊
・
玄
冥
の
畤
と
、
月

廟
・
雨
師
廟
・
辰
星
、
そ
れ
に
北
宿
北
宮
で
あ
り
、
北
郊
の
祭
域
に
割
り
当
て
ま
す
」 

 

こ
こ
で
示
さ
れ
た
祭
場
と
祭
祀
の
対
象
を
整
理
す
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。 

 

泰
畤 

：
皇
天
上
帝
泰
一
（
天
） 

広
畤 

：
皇
地
后
祇 

 

（
地
） 

  
 

 

六
宗 

 
 

五
帝    

五
神  

五
星 

東
郊
兆
：
雷
公
・
風
伯 

太
昊
青
霊
・
勾
芒
・
歳
星
・
東
宿
東
宮 

南
郊
兆
：  

 

炎
帝
赤
霊
・
祝
融
・
熒
惑
・
南
宿
南
宮 

未
地
兆
：
日
・
北
辰
・
北
斗 

黄 

霊 

・
后
土
・
填
星
・
中
宿
中
宮 

西
郊
兆
：  

 

少
皞
白
霊
・
蓐
收
・
太
白
・
西
宿
西
宮 

北
郊
兆
：
月
・
雨
師  

顓
頊
黒
霊
・
玄
冥
・
辰
星
・
北
宿
北
宮 

 

ま
ず
、
別
格
の
神
祇
と
し
て
天
地
を
泰
畤
と
広
畤
に
祭
る
。
そ
し
て
、
五
部
兆
に
お
い

て
は
、
ま
ず
、
五
帝
（
太
昊
・
炎
帝
な
ど
）・
五
神
（
勾
芒
・
祝
融
な
ど
）・
五
星
（
歳
星
・

熒
惑
な
ど
）
が
、
従
来
の
五
行
説
、
と
り
わ
け
月
令
の
記
述
に
従
っ
て
配
当
さ
れ
て
い
る

ix
。
右
に
示
し
た
通
り
、
こ
れ
ら
は
各
兆
に
均
等
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。 

 
一
方
、
六
宗
に
当
た
る
日
・
月
・
北
辰
・
北
斗
・
雷
公
・
風
伯
・
雨
師x

は
、
東
郊
・
未

地
・
北
郊
の
三
部
に
配
さ
れ
、
南
郊
と
西
郊
に
は
何
も
配
当
さ
れ
て
い
な
い
。
配
分
が
不

均
等
で
あ
る
。 

 

以
上
が
、
「
奏
群
神
為
五
部
兆
」
の
主
張
す
る
内
容
・
構
造
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の



構
造
に
は
、
劉
歆
の
三
統
理
論
が
強
く
影
響
し
て
い
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
に
、
次
節
で
は
、
『
漢
書
』
律
暦
志
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
劉
歆
三

統
理
論
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

  

劉
歆
三
統
理
論
の
構
造 

 
 

漢
志
の
掲
載
す
る
劉
歆
『
三
統
暦
譜
』
で
は
天
地
人
の
そ
れ
ぞ
れ
に
於
い
て
、
根
源
原

理
と
し
て
の
「
元
」
が
、
「
三
」
や
「
五
」
を
生
じ
る
構
造
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
既
に
川
原
秀
城
氏
が
詳
細
に
考
察
し
て
お
り
、
そ
の
構
造
を
左
図
の
よ
う

に
ま
と
め
て
い
るxi

。 
           

川
原
氏
の
研
究
は
、
劉
歆
が
天
地
人
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
根
源
的
理
法
で
あ
る
「
元
」

が
三
統
（「
三
」
）・
五
行
（
「
五
」
）
を
統
轄
す
る
と
考
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

更
に
、
群
籍
を
分
類
し
た
『
七
略
』
で
は
、
経
学
に
於
い
て
は
不
易
の
学
術
で
あ
る
易
学

が
楽
・
詩
・
礼
・
書
・
春
秋
を
統
轄
し
、
ま
た
全
学
術
に
於
い
て
は
経
学
が
諸
子
・
詩
賦
・

兵
書
・
術
数
・
方
技
を
統
轄
す
る
と
い
う
、
二
重
の
「
元
―
―
五
」
と
い
う
構
造
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
、
「
元
」
な
る
易
の
理
が
「
三
」
（
三
辰
・
三
統
）
と
「
五
」
（
五
星
・
五

行
）
を
導
き
出
す
と
い
う
劉
歆
の
構
想
は
、『
三
統
暦
』・
『
三
統
暦
譜
』
に
見
え
る
。「
奏

群
神
為
五
部
兆
」
と
劉
歆
三
統
理
論
と
の
類
似
に
つ
い
て
論
ず
る
前
に
、
本
節
で
は
、
ま

ず
『
三
統
暦
』・『
三
統
暦
譜
』
に
示
さ
れ
た
劉
歆
の
説
を
確
認
し
た
い
。 

 

『
三
統
暦
譜
』
で
は
、
天
地
人
そ
れ
ぞ
れ
に
於
け
る
「
元
」「
三
」「
五
」
の
関
係
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
総
論
し
て
い
る
。 

 

傳
曰
、
天
有
三
辰
、
地
有
五
行
。
然
則
三
統
五
星
可
知
也
。
易
曰
、
參

五
以
變
、
錯
綜
其
數
、
通
其
變
、
遂
成
天
地
之
文
。
極
其
數
、
遂
定
天

下
之
象
。
太
極
運
三
辰
五
星
於
上
、
而
元
氣
轉
三
統
五
行
於
下
。
其
於

人
、
皇
極
統
三
德
五
事
。
故
三
辰
之
合
於
三
統
也
、
日
合
於
天
統
、
月

合
於
地
統
、
斗
合
於
人
統
。
五
星
之
合
於
五
行
、
水
合
於
辰
星
、
火
合

於
熒
惑
、
金
合
於
太
白
、
木
合
於
歳
星
、
土
合
於
塡
星
。 

『
左
伝
』（
昭
公
三
十
二
年
）
に
、「
天
に
三
辰
が
有
り
、
地
に
五
行
が
あ
る
」
と
言

う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
三
統
と
五
星
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。『
周
易
』（
繋
辞
伝

上
）
に
、
「
三
・
五
に
よ
っ
て
変
化
し
、
そ
の
数
を
交
錯
す
る
。
そ
の
変
化
に
通
暁

し
て
天
地
の
様
子
を
示
し
、
そ
の
数
を
究
明
し
て
天
下
の
現
象
を
定
め
る
」
と
あ
る
。

太
極
が
三
辰
・
五
星
を
上
に
巡
ら
せ
、
元
気
が
三
統
・
五
行
を
下
に
巡
ら
せ
る
。
人

に
於
い
て
は
、
皇
極
が
三
徳
・
五
事
を
統
べ
る
。
そ
し
て
、
三
辰
と
三
統
と
の
対
応

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
日
は
天
統
に
当
た
り
、
月
は
地
統
に
当
た
り
、
斗
は
人
統
に

当
た
る
。
ま
た
、
五
星
と
五
行
と
の
対
応
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
水
は
辰
星
に
当
た

り
、
火
は
熒
惑
に
当
た
り
、
金
は
太
白
に
当
た
り
、
木
は
歳
星
に
当
た
り
、
土
は
塡



星
に
当
た
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
天
に
於
い
て
は
太
極
が
三
辰
五
星
を
運
行
し
、
地
に
於
い
て
は
元
気
が
三
統

五
行
を
運
行
し
、
人
に
於
い
て
は
皇
極
が
三
徳
五
事
を
統
べ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
於
い
て
も
、
「
元
」
が
「
三
」
「
五
」
を
統
括
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
日
合
於
天
統
」
「
水
合
於
辰
星
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
「
三
」
同
士
・
「
五
」
同
士
に
は

関
連
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
述
べ
て
い
る
。 

 

・
天 で

は
、
天
に
於
い
て
、
太
極
・
元
が
如
何
に
し
て
三
辰
・
五
星
を
統
括
す
る
の
か
。『
三

統
暦
』（
『
漢
書
』
律
暦
志
下
所
引
）
に
は
、
日
・
月
・
惑
星
の
運
行
を
計
算
す
る
た
め
の

基
本
的
な
定
数
を
求
め
る
根
拠
と
し
て
、
易
の
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
一
部

を
参
照
す
る
。 

 

日
法
八
十
一
。
元
始
黄
鐘
、
初
九
自
乘
、
一
龠
之
數
、
得
日
法
。
閠
法

十
九
。
因
爲
章
歳
。
合
天
地
終
數
、
得
閏
法
。 

日
法
は
八
十
一
で
あ
る
。
元
始
な
る
黄
鐘
の
値
、
乾
卦
の
初
九
を
自
乗
し
た
、
一
龠

の
数
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
法
を
得
るxii

。
閠
法
は
十
九
で
あ
る
。
こ
れ
を
章

歳
と
す
る
。
天
・
地
の
終
数
を
足
す
とxiii

、
閏
法
を
得
る
。 

 

會
數
四
十
七
。
參
天
九
兩
地
十
、
得
會
數
。
章
月
二
百
三
十
五
。
五
位

乘
會
數
、
得
章
月
。
月
法
二
千
三
百
九
十
二
。
推
大
衍
象
、
得
月
法
。 

会
数
は
四
十
七
で
あ
る
。「
天
九
」
を
三
倍
し
、「
地
十
」
を
二
倍
し
てxiv

、（
そ
の
和

に
よ
っ
て
）
会
数
を
得
る
。
章
月
は
二
百
三
十
五
で
あ
る
。
「
五
位
」
に
会
数
を
乗

じ
てxv

、
章
月
を
得
る
。
月
法
は
二
千
三
百
九
十
二
で
あ
る
。
大
衍
の
象
か
ら
敷
衍

し
て
、
月
法
を
得
るxvi

。 
 

朔
望
之
會
一
百
三
十
五
。
參
天
數
二
十
五
、
兩
地
數
三
十
、
得
朔
望
之

會
。 

朔
望
の
会
は
、
一
百
三
十
五
で
あ
る
。
天
数
二
十
五
を
三
倍
し
、
地
数
三
十
を
二
倍

し
てxvii

、
朔
望
の
会
を
得
る
。 

 

こ
こ
で
の
、
天
の
終
数
が
九
で
地
の
終
数
が
十
で
あ
る
こ
と
、
天
数
（
の
合
計
）
が
二
十

五
で
地
数
（
の
合
計
）
が
三
十
で
あ
る
こ
と
、
天
数
を
三
倍
し
て
地
数
を
二
倍
す
る
こ
と
、

ま
た
「
五
位
」
と
い
う
言
い
方
は
、
い
ず
れ
も
『
周
易
』
繋
辞
伝
の
文
言
に
拠
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
元
」
な
る
易
の
数
理
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
五
惑
星
に
つ
い
て
も
、
五
行
の
数
に
加
え
て
、
や
は
り
「
元
」
な
る
易
の
数
を

用
い
て
歳
数
を
算
出
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
例
を
挙
げ
る
。 

 

木
金
相
乘
爲
十
二
、
是
爲
歳
星
小
周
。
小
周
乘
巛
策
、
爲
一
千
七
百
二

十
八
、
是
爲
歳
星
歳
數
。 

木
（
＝
３
）
・
金
（
＝
４
）
を
乗
じ
る
と
十
二
と
な
り
、
こ
れ
が
歳
星
の
小
周
で
あ

る
。
小
周
に
坤
の
策
数
（
＝
１
４
４
）
を
乗
じ
る
と
一
千
七
百
二
十
八
と
な
る
。
こ

れ
が
歳
星
の
歳
数
で
あ
る
。 

 

金
火
相
乘
爲
八
、
又
以
火
乘
之
爲
十
六
、
而
小
復
。
小
復
乘
乾
策
、
爲

三
千
四
百
五
十
六
、
是
爲
太
白
歳
數
。 

金
・
火
（
＝
２
）
を
乗
じ
る
と
八
と
な
り
、
更
に
火
を
乗
じ
る
と
十
六
と
な
る
。
こ

れ
が
太
白
の
小
復
で
あ
る
。
小
復
に
乾
の
策
数
（
＝
２
１
６
）
を
乗
じ
る
と
三
千
四

百
五
十
六
と
な
る
。
こ
れ
が
太
白
の
歳
数
で
あ
る
。 



 
こ
こ
で
は
、
五
行
の
数
（
水
一
、
火
二
、
木
三
、
金
四
、
土
五
）
と
と
も
に
、
乾
・
坤
の

策
数
が
、
惑
星
の
位
置
を
計
算
す
る
た
め
の
定
数
に
関
係
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、「
合
太
陰
・
太
陽
之
歳
數
、
而
中
分
之
、
各
萬
一
千
五
百
二
十
」
、
算
出
さ
れ
た
水
星
・

火
星
の
歳
数
を
平
均
す
る
と
１
１
５
２
０
と
な
り
、
繋
辞
伝
の
言
う
「
萬
物
之
數
」
に
も

な
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
易
理
に
よ
っ
て
導
き

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

・
地 

 

地
に
於
い
て
、
元
気
が
三
統
を
巡
ら
せ
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
律
度
量
衡
論
（
『
漢
書
』

律
暦
志
上
所
収
）
の
中
の
、
鐘
律
を
論
じ
る
部
分
に
於
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

三
統
者
、
天
施
、
地
化
、
人
事
之
紀
。
十
一
月
、
乾
之
初
九
…
…(

中
略)

…
…
故
黄
鐘
爲
天
統
。
律
長
九
寸
、
九
者
所
以
究
極
中
和
、
爲
萬
物
元

也
。
易
曰
、
立
天
之
道
、
曰
陰
與
陽
。
六
月
、
坤
之
初
六
…
…(

中
略)

…

…
故
林
鐘
爲
地
統
。
律
長
六
寸
、
六
者
所
以
含
陽
之
施
、
楙
之
於
六
合

之
内
、
令
剛
柔
有
體
也
。
立
地
之
道
曰
柔
與
剛
、
乾
知
大
始
、
坤
作
成

物
。
正
月
、
乾
之
九
三
…
…(

中
略)

…
…
故
太
族
爲
人
統
。
律
長
八
寸
、

象
八
卦
…
…(

中
略)

…
…
是
爲
三
統
。
其
於
三
正
也
、
黄
鐘
子
爲
天
正
、

林
鐘
未
之
衝
丑
爲
地
正
、
太
族
寅
爲
人
正
。 

三
統
と
は
、
天
が
施
し
、
地
が
化
し
、
人
が
事
え
る
法
則
で
あ
る
。
十
一
月
は
、
乾

卦
の
初
九
で
あ
り
…
…(

中
略)

…
…
そ
こ
で
黄
鐘
が
天
統
な
の
で
あ
る
。
律
長
は
九

寸
、
九
と
い
う
の
は
中
和
を
極
め
、
万
物
の
元
と
な
る
数
で
あ
る
。『
周
易
』（
説
卦

伝
）
に
、
「
天
の
道
を
立
て
て
、
陰
・
陽
と
言
っ
た
」
と
い
う
。
六
月
は
、
坤
卦
の

初
六
で
あ
り
…
…(

中
略)

…
…
そ
こ
で
林
鐘
が
地
統
な
の
で
あ
る
。
律
長
は
六
寸
、

六
と
い
う
の
は
陽
の
作
用
を
含
み
、
そ
れ
を
六
合
の
中
に
栄
え
さ
せ
、
剛
・
柔
に
実

体
を
得
さ
せ
る
数
で
あ
る
。「
地
の
道
を
立
て
て
、
柔
・
剛
と
言
っ
た
」（
説
卦
伝
）、

「
乾
は
大
始
を
司
り
、
坤
は
物
を
生
成
す
る
」
（
繋
辞
伝
上
）
と
言
う
。
正
月
は
、

乾
卦
の
九
三
で
あ
り
…
…(

中
略)

…
…
そ
こ
で
太
族
が
人
統
な
の
で
あ
る
。
律
長
は

八
寸
、
八
卦
を
表
す
…
…(

中
略)

…
…
以
上
の
三
者
が
三
統
で
あ
る
。
三
正
に
つ
い

て
言
え
ば
、
黄
鐘
子
は
天
正
、
林
鐘
未
の
衝
で
あ
る
丑
が
地
正
、
太
族
寅
が
人
正
で

あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
天
統
・
地
統
・
人
統
を
そ
れ
ぞ
れ
黄
鐘
九
寸
・
林
鐘
六
寸
・
太
族
八
寸
と
す
る
。

元
気
黄
鐘
を
三
分
損
益
し
て
林
鐘
・
太
族
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
分
損

益
に
つ
い
て
劉
歆
は
、
「
九
六
相
生
、
陰
陽
之
應
也
」
と
述
べ
て
お
り
、
剛
爻
九
（
陽
）

と
柔
爻
六
（
陰
）
に
よ
る
「
相
生
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
易
の
数
に
よ
っ
て
、
三
統

が
定
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
加
え
て
、
何
度
か
繋
辞
伝
・
説
卦
伝
の
字
句
を

引
用
し
、
消
息
卦
に
基
づ
い
て
月
の
爻
を
述
べ
る
こ
と
も
行
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
五
行
に
つ
い
て
は
、
『
三
統
暦
譜
』
に
「
天
以
一
生
水
、
地
以
二
生
火
、
天
以

三
生
木
、
地
以
四
生
金
、
天
以
五
生
土
」
と
い
う
論
述
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
繋
辞
伝
上

の
「
天
一
、
地
二
、
天
三
、
地
四
、
天
五
」
と
関
連
付
け
て
、
そ
の
生
成
と
数
を
説
明
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
統
と
同
じ
よ
う
に
、
五
行
も
易
の
数
理
に
拠
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
三
統
に
つ
い
て
は
、
前
引
の
よ
う
に
、
劉
歆
は
地
統
を
林
鐘
に
当
て
た
上

で
、
三
正
の
地
正
が
十
二
月
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
「
林
鐘
未
之
衝
丑
爲
地
正
（
林
鐘
の

配
当
さ
れ
る
未
の
反
対
側
、
丑
が
地
正
で
あ
る
）
」
と
説
明
し
て
い
る
。
も
し
、
林
鐘
を

六
月
で
は
な
く
十
二
月
に
割
り
当
て
て
お
け
ば
、
こ
の
よ
う
な
措
置
は
必
要
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
十
一
月
か
ら
三
分
損
益
の
順
に
、
十
二
月
林
鐘
・
正
月
太
族
・
二

月
南
呂
と
し
て
お
け
ば
、
三
正
に
於
け
る
地
正
十
二
月
も
ス
ム
ー
ズ
に
導
き
出
せ
た
の
に
、

劉
歆
は
そ
の
よ
う
に
し
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
そ
の
原
因
は
、
月
令
が
林
鐘
を
六
月
に
当
て



て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
うxviii

。 
  

以
上
の
よ
う
に
、
天
・
地
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
、
乾
卦
・
坤
卦
や
剛
爻
・
柔
爻
の
数
、

繋
辞
伝
や
説
卦
伝
の
文
言
に
基
づ
い
て
、
三
辰
・
三
統
や
五
星
・
五
行
に
関
す
る
数
値
が

導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
天
に
つ
い
て
は
「
太
極
」
、
地
に
つ
い
て
は
「
元
」
と
い
う
言
い

方
が
な
さ
れ
て
い
る
がxix
、
実
際
に
は
、
い
ず
れ
に
於
い
て
も
易
理
、
と
り
わ
け
乾
坤
・

剛
柔
の
数
が
、「
三
」「
五
」
を
生
み
出
し
、
統
御
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、『
七

略
』
が
易
学
を
根
源
的
な
不
易
の
学
術
と
見
な
し
て
、
楽
・
詩
・
礼
・
書
・
春
秋
の
五
者

よ
り
上
位
に
置
い
た
の
と
、
符
合
す
る
。 

  

類
似
点 

 
 

王
莽
「
奏
群
神
為
五
部
兆
」
と
劉
歆
の
三
統
理
論
と
は
、
い
く
つ
か
類
似
点
が
見
ら
れ

る
。 

 

・
別
格
の
抽
象
的
存
在
の
下
に
「
三
」
「
五
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と 

 

劉
歆
の
三
統
理
論
に
お
い
て
、「
太
極
」「
元
」「
皇
極
」
が
「
三
」「
五
」
の
上
位
に
君

臨
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
「
太
極
」「
元
」

「
皇
極
」
は
、
三
辰
や
五
行
を
統
轄
す
る
根
源
的
な
数
・
理
で
あ
り
、
非
常
に
抽
象
的
な

観
念
と
謂
え
る
。 

 

一
方
、
王
莽
「
奏
群
神
為
五
部
兆
」
で
も
、
天
神
・
地
祇
を
他
と
明
ら
か
に
区
別
し
、

五
部
兆
で
は
な
く
、
別
個
に
泰
畤
・
広
畤
を
設
け
て
祭
る
。
ま
た
、
地
祇
が
五
神
の
后
土

と
同
一
に
な
る
こ
と
を
殊
更
に
避
け
、
「
皇
地
后
祇
」
な
る
名
称
を
主
張
す
る
。
こ
の
名

称
も
、
尊
称
と
し
て
「
皇
」
「
后
」
を
つ
け
た
の
み
で
、
実
際
に
は
漠
然
と
「
地
祇
」
と

呼
ぶ
の
に
過
ぎ
な
い
。「
后
土
」
に
較
べ
て
具
体
性
の
薄
め
ら
れ
た
呼
称
で
あ
る
。 

 

・
「
三
」
が
乾
卦
・
坤
卦
や
剛
爻
・
柔
爻
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
こ
と 

「
奏
群
神
為
五
部
兆
」
で
は
、
六
宗
が
「
六
子
」
（
坎
・
離
・
震
・
巽
・
艮
・
兌
）
で

あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
『
周
易
』
説
卦
伝
に
基
づ
く
用
語
でxx

、
乾
・
坤
が
父
母
で
あ
り
、

そ
の
子
が
六
宗
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
坎
（
水
）
と
離
（
火
）
、
震
（
雷
）
と

巽
（
風
）
、
艮
（
山
）
と
兌
（
沢
）
は
そ
れ
ぞ
れ
組
を
な
し
、
合
計
三
組
、
つ
ま
り
「
三
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
三
」
が
、
乾
坤
の
子
で
あ
り
、
皇
天
上
帝
・
皇
地
后
祇
の
下
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。 

 

同
様
に
、
劉
歆
の
三
統
理
論
に
於
い
て
、
乾
坤
・
剛
柔
の
数
が
「
三
」
を
導
き
出
す
こ

と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。 

 

・
「
三
」
が
北
、
未
、
東
に
配
当
さ
れ
る
こ
と 

 

「
奏
群
神
為
五
部
兆
」
で
は
、
六
宗
を
北
郊
兆
・
東
郊
兆
・
未
地
兆
に
割
り
振
り
、
南

郊
兆
・
西
郊
兆
に
は
配
当
し
な
い
と
い
う
、
不
均
等
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
劉
歆
の
三
統
説
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。 

 

三
統
者
、
天
施
・
地
化
・
人
事
之
紀
也
。 

十
一
月
、
乾
之
初
九
、
陽

氣
伏
於
地
下
、
始
著
爲
一
、
萬
物
萌
動
、
鐘
於
太
陰
、
故
黄
鐘
爲
天
統
、

律
長
九
寸
…
…(

中
略)

…
…
六
月
、
坤
之
初
六
、
陰
氣
受
任
於
太
陽
、

繼
養
化
柔
、
萬
物
生
長
、
楙
之
於
未
、
令
種
剛
彊
大
、
故
林
鐘
爲
地
統
、

律
長
六
寸
…
…(

中
略)

…
…
正
月
、
乾
之
九
三
、
萬
物
棣
通
、
族
出
於

寅
、
人
奉
而
成
之
、
仁
以
養
之
、
義
以
行
之
、
令
事
物
各
得
其
理
。
寅
、

木
也
、
爲
仁
。
其
聲
、
商
也
、
爲
義
。
故
太
族
爲
人
統
、
律
長
八
寸
、

象
八
卦
。 



 
 

三
統
と
は
、
天
・
地
・
人
の
営
為
の
端
緒
で
あ
る
。 

十
一
月
は
、
乾
卦
の
初
九
で

あ
る
。
地
下
に
伏
せ
て
い
た
陽
気
が
初
め
て
出
現
し
て
一
と
な
り
、
万
物
が
萌
え
出

で
る
。
太
陰
の
中
の
鐘
な
の
で
、
黄
鐘
を
天
統
と
す
る
。
律
管
の
長
さ
は
九
寸
で
あ

る
…
…(
中
略)
…
…
六
月
は
、
坤
卦
の
初
六
で
あ
る
。
陰
気
が
太
陽
よ
り
任
務
を
受

け
、
物
を
養
い
続
け
て
柔
和
に
さ
せ
る
。
万
物
が
生
長
し
て
、
未
（
六
月
）
に
て
繁

茂
し
て
、
種
を
固
く
強
く
大
き
く
さ
せ
る
の
で
、
林
鐘
を
地
統
と
す
る
。
律
管
の
長

さ
は
六
寸
で
あ
る
…
…(
中
略)

…
…
正
月
は
、
乾
卦
の
九
三
で
あ
る
。
万
物
が
疏
通

し
て
、
寅
（
正
月
）
に
大
勢
現
れ
、
人
が
こ
れ
ら
を
成
就
さ
せ
る
。
仁
に
よ
っ
て
養

い
、
義
に
よ
っ
て
行
い
、
事
物
を
そ
れ
ぞ
れ
の
理
に
適
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
寅
は
、

五
行
で
は
木
で
あ
り
、
仁
に
あ
た
る
。
そ
の
音
は
商
で
あ
り
、
義
に
あ
た
る
。
そ
こ

で
、
太
族
を
人
統
と
す
る
。
律
管
の
長
さ
は
八
寸
、
八
卦
の
数
を
象
っ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
天
統
を
十
一
月
（
子
、
北
）、
地
統
を
六
月
（
未
）
、
人
統
を
正
月
（
寅
、
東
）

に
当
て
る
。
つ
ま
り
、「
三
」
た
る
三
統
の
三
者
を
、
北
・
未
・
東
に
置
く
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、「
奏
群
神
為
五
部
兆
」
で
も
、
六
宗
の
う
ち
の
月
・
雨
師
を
北
郊
兆
（
子
、
北
）

に
、
日
・
北
辰
・
北
斗
を
未
地
兆
（
未
）
に
、
雷
公
・
風
伯
を
東
郊
兆
（
寅
・
東
）
に
配

す
。
つ
ま
り
、
劉
歆
の
三
統
説
と
同
様
、
北
・
未
・
東
に
配
置
し
て
い
る
。
特
に
、
坎
に

当
た
る
月
と
雨
師
を
北
に
、
震
に
当
た
る
雷
公
と
巽
に
当
た
る
風
伯
を
東
に
置
き
つ
つ
、

本
来
は
南
に
置
く
べ
き
離
卦
に
当
た
る
日
を
未
郊
兆
に
置
い
た
の
はxxi

、「
三
」
を
北
・
東
・

未
に
配
置
す
る
構
想
に
合
わ
せ
た
処
置
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

  ------------------------ 
  

劉
歆
の
三
統
説
・
学
術
分
類
法
、
並
び
に
五
行
説
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
本
来
異
な

る
分
野
の
も
の
同
士
に
つ
い
て
、
共
通
の
構
造
を
見
出
す
、
も
し
く
は
共
通
の
構
造
に
組

み
替
え
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
天
地
人
の
三
者
に
つ
い
て
「
元
―
―
三
」「
元
―
―
五
」

の
共
通
構
造
を
説
き
、
い
ず
れ
に
も
易
の
理
法
が
「
元
」
か
ら
「
三
」
「
五
」
を
生
む
過

程
に
働
い
て
い
る
。
学
術
の
分
類
に
於
い
て
は
、
易
を
「
元
」
そ
の
も
の
に
位
置
付
け
、

六
経
・
六
略
に
「
元
―
―
五
」
の
フ
ラ
ク
タ
ル
な
構
造
を
見
出
す
。
五
行
説
で
も
、
五
徳

終
始
・
洪
範
五
行
に
よ
る
五
帝
・
五
畜
・
五
虫
の
配
当
を
、
月
令
の
構
造
と
合
致
す
る
よ

う
に
組
み
替
え
て
い
るxxii

。 
 

群
神
の
祭
場
に
つ
い
て
、
従
来
の
制
度
を
抜
本
的
に
変
え
て
、「
天
地
の
最
高
神
（
元
）

―
―
六
宗
（
三
）
―
―
五
帝
・
五
神
・
五
星
（
五
）
」
と
い
う
構
造
に
組
み
替
え
る
べ
き

と
い
う
王
莽
の
上
奏
は
、
劉
歆
の
三
統
説
に
酷
似
す
る
。
王
莽
自
身
は
「
與
太
師
光
、
大

司
徒
宮
、
羲
和
歆
等
八
十
九
人
議
」
と
言
う
が
、
実
際
に
は
劉
歆
の
主
張
に
大
き
く
影
響

さ
れ
た
、
も
し
く
は
劉
歆
の
構
想
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
孔
光
な
ど
、
王
莽
の
ブ
レ
ー
ン
と
な
っ
た
他
の
学
者
の
説
に
つ
い
て
詳
し

く
調
査
し
、
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。 

  

      

i 

先
賢
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、
目
黒
杏
子
氏
が
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
（
「
漢
代
国
家

祭
祀
制
度
研
究
の
現
状
と
課
題
―
―
皇
帝
権
力
と
宇
宙
論
の
視
点
か
ら
―
―
」
、『
中
国
史

学
』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
五
年
）
。
ま
た
、
目
黒
氏
自
身
も
、
『
続
漢
書
』
祭
祀
志
上 

劉

昭
注
引
く
『
黄
図
』
の
紹
介
す
る
「
元
始
儀
」
を
元
に
、
王
莽
に
よ
る
郊
祀
儀
礼
の
構
造

を
分
析
し
て
い
る
（
「
王
莽
「
元
始
儀
」
の
構
造
―
―
前
漢
末
に
お
け
る
郊
祀
の
変
化
」
、

『
洛
北
史
学
』
八
号
、
二
〇
〇
六
年
）。 

ii 
『
漢
書
』
巻
二
十
五
下 

郊
祀
志
下
。 

iii 

『
尚
書
』
虞
書 

舜
典
（
今
文
で
は
堯
典
）
「
肆
類
于
上
帝
、
禋
于
六
宗
、
望
于
山
川
、

徧
于
群
神
」 

iv 

水
は
坎
卦
、
火
は
離
卦
、
雷
は
震
卦
、
風
は
巽
卦
、
山
は
艮
卦
、
沢
は
兌
卦
に
あ
た
る
。

乾
・
坤
が
父
・
母
で
、
震
が
長
男
、
巽
が
長
女
、
坎
が
中
男
、
離
が
中
女
、
艮
が
少
男
、



      兌
が
少
女
と
さ
れ
る
（『
周
易
』
説
卦
伝
）。 

v 

孔
光
・
劉
歆
ら
と
議
論
し
た
結
果
、「
宜
如
建
始
時
丞
相
衡
等
議
、
復
長
安
南
北
郊
如
故

（
建
始
年
間
に
匡
衡
ら
が
論
じ
た
よ
う
に
、
長
安
の
南
北
郊
を
、
以
前
の
通
り
に
復
活
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
）
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（『
漢
書
』
巻
二
十
五
下 

郊

祀
志
下
）。『
全
漢
文
』
巻
五
十
八
は
「
奏
復
長
安
南
北
郊
」
と
し
て
収
録
。 

vi 

『
周
礼
』
春
官 
小
宗
伯
。 

vii 

「
六
宗
」
に
対
す
る
解
釈
は
諸
説
あ
る
。
易
の
六
子
と
す
る
王
莽
等
の
説
の
他
に
、
恍

惚
と
し
て
中
央
に
居
て
陰
陽
の
変
化
を
助
け
る
も
の
と
い
う
説
（
欧
陽
・
夏
侯
尚
書
）
、

日
・
月
・
星
・
河
・
海
・
岱
の
六
者
と
い
う
説
（
古
尚
書
・
賈
逵
）
、
日
・
月
・
司
中
・

司
命
・
風
師
・
雨
師
と
い
う
説
（
鄭
玄
）
が
あ
る
。『
周
礼
疏
』
春
官 

大
宗
伯
疏
を
参
照
。 

viii 

『
周
易
』
繋
辞
伝
上
。 

ix 

『
礼
記
』
月
令
「
孟
春
之
月
…
…
其
帝
太
皞
、
其
神
句
芒
…
…
」
「
孟
夏
之
月
…
…
其

帝
炎
帝
、
其
神
祝
融
…
…
」「
中
央
土
…
…
其
帝
黄
帝
、
其
神
后
土
…
…
」「
孟
秋
之
月
…

…
其
帝
少
皞
、
其
神
蓐
收
…
…
」「
孟
冬
之
月
…
…
其
帝
顓
頊
、
其
神
玄
冥
…
…
」 

な
お
、

王
莽
の
下
で
議
論
に
加
わ
っ
て
い
た
劉
歆
は
、
月
令
を
と
り
わ
け
重
視
し
、
月
令
の
配
当

に
則
っ
て
五
徳
終
始
や
『
洪
範
五
行
伝
』
の
五
行
説
を
改
造
し
て
い
る
。
拙
著
『
漢
代
経

学
に
於
け
る
五
行
説
の
変
遷
』（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
論
文
、
二
〇
一
四
年
。http://qu 

ni.biz/ping/hakron/

）
第
四
章
第
一
節
・
第
二
節
を
参
照
。 

x 

前
に
六
宗
を
「
日
・
月
・
雷
・
風
・
山
・
沢
」「
星
・
辰
・
水
・
火
・
溝
・
瀆
」
と
し
な

が
ら
、
こ
こ
で
そ
の
う
ち
の
「
日
・
月
・
雷
・
風
・
星
・
辰
」
の
み
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、

『
周
礼
』
春
官 

大
宗
伯
「
以
禋
祀
祀
昊
天
上
帝
、
以
實
柴
祀
日
月
星
辰
、
以
槱
燎
祀
司

中
司
命
飌
師
雨
師
、
以
血
祭
祭
社
稷
五
祀
五
嶽
」
の
内
容
・
構
造
に
基
づ
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。 

xi 

「
劉
歆
の
三
統
哲
学
」、『
両
漢
天
学
考
』、
創
文
社
、
一
九
九
六
年
。 

xii 

『
三
統
暦
譜
』
で
は
、「
太
極
、
中
央
元
氣
、
故
爲
黄
鐘
、
其
實
一
龠
、
以
其
長
自
乘
、

故
八
十
一
爲
日
法
、
所
以
生
權
衡
度
量
、
禮
樂
之
所
繇
出
也
」
と
も
言
う
。 

xiii 

『
周
易
』
繋
辞
伝
上
「
天
一
、
地
二
、
天
三
…
…(

中
略)

…
…
天
九
、
地
十
」 

xiv 

同
「
參
天
兩
地
」「
天
九
、
地
十
」 

xv 

同
「
天
數
五
、
地
數
五
、
五
位
相
得
而
各
有
合
」 

xvi 

こ
の
計
算
に
つ
い
て
は
『
三
統
暦
譜
』
に
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
。「
元
始
有
象
、
一
也
。

春
秋
、
二
也
。
三
統
、
三
也
。
四
時
、
四
也
。
合
而
爲
十
、
成
五
體
、
以
五
乘
十
、
大
衍

之
數
也
。
而
道
據
其
一
、
其
餘
四
十
九
所
當
用
也
。
故
筮
以
爲
數
。
以
象
兩
、
兩
之
。
又

      以
象
三
、
三
之
。
又
以
象
四
、
四
之
。
又
歸
奇
象
閠
十
九
及
所
據
一
、
加
之
。
因
以
再
扐
、

兩
之
。
是
爲
月
法
之
實
」 

す
な
わ
ち
、
易
の
大
衍
の
数
５
０
か
ら
１
を
抜
き
、
両
儀
の

２
、
三
極
の
３
、
四
象
の
４
を
乗
じ
、
閏
数
１
９
と
最
初
に
抜
い
た
１
を
加
え
、
更
に
再

扐
の
２
を
乗
じ
る
と
月
法
２
３
９
２
に
な
る
と
い
う
。 

xvii 

『
周
易
』
繋
辞
伝
上
「
參
天
兩
地
」「
天
數
二
十
有
五
、
地
數
三
十
五
」 

xviii 

劉
歆
は
月
令
に
よ
る
配
当
を
重
ん
じ
た
。
前
掲
注
九
を
参
照
。 
xix 

そ
も
そ
も
、
こ
れ
ら
の
二
語
自
体
が
、
易
に
由
来
す
る
。「
太
極
」
は
、
繋
辞
伝
に
「
易

有
大
極
、
是
生
兩
儀
、
兩
儀
生
四
象
、
四
象
生
八
卦
…
…
」
と
あ
る
。
「
元
」
は
、
「
元
・

亨
・
利
・
貞
」
の
「
元
」
で
あ
り
、「
善
之
長
」（
坤 

文
言
伝
）
で
あ
る
。 

xx 

『
周
易
』
説
卦
伝
「
乾
、
天
也
、
故
稱
乎
父
。
坤
、
地
也
、
故
稱
乎
母
。
震
一
索
而
得

男
、
故
謂
之
長
男
。
巽
一
索
而
得
女
、
故
謂
之
長
女
。
坎
再
索
而
得
男
、
故 

謂
之
中
男
。

離
再
索
而
得
女
、
故
謂
之
中
女
。
艮
三
索
而
得
男
、
故
謂
之
少
男
。
兌
三
索
而
得
女
、
故

謂
之
少
女
」 

xxi 

八
卦
の
方
位
づ
け
に
つ
い
て
は
、『
周
易
』
説
卦
伝
を
参
照
。 

xxii 

前
掲
注
九
に
紹
介
す
る
拙
著
を
参
照
。 


